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令和元年
第４回定例会（12月）
P２〜５ こんなことが決まりました
P６ 議案賛否表

議会ホームページ

子ども議会の様子

P７〜15 そこが聞きたい（一般質問）
P16〜19 中学校子ども議会



議
案
審
議

　令和元年第４回定例会は１２月６日から１２月１３日までの８日間の会期で開催され、上程された１３
議案が原案通り可決されました。

取得財産内訳
（土　地）

（建　物）

こんな
ことが

決まりました
13議案　可決

令和元年 第４回定例会で

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
に
要
す
る
、
土
地
建

物
を
取
得
す
る
も
の
で
す
。

上
峰
町
会
計
年
度
任
用

職
員
の
給
与
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例

成
年
被
後
見
人
等
の
権

利
の
制
限
に
係
る
措
置

の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る

条
例

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

全
員

賛
成

全
員

賛
成

全
員

賛
成

全
員

賛
成

　
令
和
２
年
度
か
ら
新
た
に
会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
会
計
年
度
任

用
職
員
の
給
与
等
を
定
め
る
も
の
で
す
。

　
非
常
勤
職
員
の
雇
用
に
つ
い
て
、
制
度
が
不
明

確
で
し
た
が
、
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法

の
一
部
改
正
に
よ
っ
て
統
一
的
な
取
り
扱
い
を
定

め
、
今
後
の
制
度
的
な
基
盤
を
構
築
し
、
各
地
方

公
共
団
体
の
臨
時
非
常
勤
職
員
制
度
の
適
正
な
運

用
を
す
る
も
の
で
す
。

　
成
年
被
後
見
人
等
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
不
当

に
差
別
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

　
被
災
者
支
援
の
充
実
を
図
る
観
点
か
ら
、
災
害

援
護
資
金
の
貸
し
付
け
を
受
け
た
者
が
置
か
れ
て

い
る
状
況
に
鑑
み
、
償
還
金
の
支
払
い
猶
予
、
償

還
免
除
の
特
例
等
を
明
確
に
す
る
も
の
で
す
。

売買にかかる土地の表示 地目 地積（㎡）

上峰町大字坊所字七本谷1550番3 宅　地 9,293.37

上峰町大字坊所字七本谷1550番36 雑種地 192　　　　　

合　計 9,485.37

構　　造 合計床面積（㎡）

鉄骨造スレート葺平家建等 910.27
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議
案
審
議

令和元年度 一般会計補正予算（第４号）から

１億581万５千円
主
な
も
の
を

紹
介
し
ま
す

行政事務支援業務
委託料

330330万円万円
臨時的任用職員や嘱託職員につい
て、民間の事業者との委託契約に
より必要な人材を確保するもので
す。

用地買収に伴う
補償費

940940万円万円
町道西峰東西３号線及び下坊所東
西線改良事業に伴う上下水道等の
地下埋設物の移設工作物等の移転
補償経費等です。

公共土木施設災害
復旧工事費

1,3781,378万円万円
豪雨により被災した鳥越川、鎮西
山遊歩道等の公共施設に関する復
旧費です。

建物調査業務
委託料

250250万円万円
小学校校門周辺の拡幅に伴う校門
南側に隣接する２棟の建物の調査
委託料です。

農林施設災害復旧
工事費

1,2741,274万円万円
豪雨により被災した林道九千部山
横断線、鳥越地区内用水路等の農
林関係施設の復旧費です。

体育館等整備に伴う
中心市街地再評価
業務委託料

550550万円万円
中心市街地再整備予定地に体育館
等を追加整備する場合の経済的効
率性等を調査分析し、事業化の再
評価を行うものです。
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予

算

歳入補正予算の主なもの（増額のみ）
◎国庫支出金
　・�障害者福祉費負担金� 912万7千円
　・�公共土木施設災害復旧費負担金
� 658万4千円
◎県支出金
　・障害者福祉費負担金� 456万3千円
　・農林災害復旧負担金� 562万8千円
◎ふるさと寄附金基金繰入金
�2 ,460万5千円
◎財政調整基金繰入金�2 ,528万6千円
◎前年度介護保険負担金精算金� 979万円

歳出補正予算の主なもの（増額のみ）
◎�体育館等整備に伴う中心市街地再評価

業務委託料� 550万円

◎�介護・訓練等給付費�1 ,825万6千円

◎�障害者医療給付費� 896万5千円

◎�農業集落排水特別会計繰出金

� 933万7千円

◎�用地買収に伴う補償費� 940万円

◎�農林施設災害復旧工事費�1 ,274万円

◎�公共土木施設災害復旧工事費�1 ,378万円

一 般 会 計

本会期までの累計

 令和元年度　　正予算補

1億581万5千円増額して、総額119億728万円となる。

特 別 会 計
国民健康保険特別会計
460万9千円を増額し、10億2,303万5千円となる。

※町債とは借入金、公債費とは借入金の返済金
※国・県支出金は補助金

歳入
119億
728万円

歳出
119億
728万円

町税
14億4,227万1千円
12.1％

地方交付税
8億9,324万8千円
7.5％

国庫支出金
5億5,611万6千円
           4.7％

県支出金
3億1,958万7千円
2.7％

繰入金
38億4,242万4千円
32.3％

町債
2億598万8千円
1.7％

寄附金
40億11万4千円
33.6％

その他
6億4,753万2千円
5.4％

総務費
77億7,303万3千円
65.3％

民生費
13億2,798万2千円
11.2％

衛生費
5億9,823万2千円
5.0％

農林水産業費
4億5,939万7千円
3.9％

消防費
1億6,877万円
1.4％

教育費
6億3,777万3千円
5.4％

公債費
3億8,399万2千円
3.2％

その他
1億7,722万6千円
1.4％土木費

3億8,087万5千円
3.2％

後期高齢者医療特別会計
251万3千円を増額し、1億938万9千円となる。

農業集落排水特別会計
933万7千円を増額し、5億7,263万7千円となる。
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議
案
審
議

令和元年　第４回定例会

一般会計補正予算　討　論
　
　
　
　
大
川　
徹
也　
議
員

　
今
回
、
計
１
，６
５
０
万
円
を
か
け
て
行
う
体
育
館
等
整
備
に
伴
う
中
心
市

街
地
再
評
価
委
託
業
務
は
、
現
在
あ
る
武
道
館
、
社
会
体
育
館
、
町
民
プ
ー

ル
を
イ
オ
ン
跡
地
付
近
に
建
設
す
る
こ
と
を
主
に
経
済
性
の
観
点
か
ら
評
価

す
る
も
の
で
す
。
施
設
を
複
数
つ
く
る
場
合
は
１
つ
の
場
所
に
集
約
し
て
建

設
す
る
ほ
う
が
経
済
効
率
性
は
高
い
と
い
う
の
が
常
識
で
す
。
つ
ま
り
、
現

在
の
場
所
を
離
れ
、
イ
オ
ン
跡
地
付
近
に
建
設
さ
れ
る
可
能
性
が
非
常
に
高

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
体
育
施
設
、
特
に
武
道
館
は
激
し
い
老
朽
化

の
た
め
に
改
修
や
新
築
が
切
望
さ
れ
続
け
て
き
た
も
の
で
、
こ
れ
が
実
現
す

る
こ
と
は
町
の
使
命
だ
と
思
い
ま
す
し
、
私
も
そ
の
立
場
で
す
が
、
今
回
の

問
題
点
は
そ
の
場
所
で
す
。
武
道
館
は
中
学
生
剣
道
部
の
皆
さ
ん
が
日
々
の

練
習
を
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
毎
年
夏
行
わ
れ
て
い
る
１５０
チ
ー
ム
ほ
ど
が

集
ま
る
日
韓
剣
道
交
流
も
こ
の
地
で
行
わ
れ
ま
す
。
中
学
生
剣
士
た
ち
が
晴

れ
の
日
も
雨
の
日
も
風
の
日
も
雪
の
日
も
、
安
全
に
、
そ
し
て
容
易
に
移
動

が
し
や
す
い
現
在
の
場
所
、
も
し
く
は
そ
の
付
近
の
場
所
で
と
い
う
の
が
私

の
願
い
で
す
。

　
も
う
一
つ
の
反
対
の
理
由
は
、
執
行
部
の
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
の
進

め
方
で
す
。
本
年
３
月
の
定
例
議
会
に
お
い
て
複
数
の
同
僚
議
員
が
中
心
市

街
地
計
画
に
新
た
な
要
望
事
項
の
伺
い
を
し
た
と
き
に
、
執
行
部
は
新
た
な

要
望
事
項
は
今
後
受
け
付
け
困
難
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
今
回
、
議
会
の
直

前
に
新
聞
報
道
で
体
育
施
設
建
設
の
検
討
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

対
話
中
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
候
補
事
業
者
と
の
協
議
を
終
了
し
、
新
計
画
の
策
定
後
に

再
び
募
集
を
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
執
行
部
は
本
年
３
月
の
定
例
議
会
で
は
５
月
中
に
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
者
の
決

定
を
行
い
た
い
と
言
わ
れ
、
そ
れ
が
６
月
議
会
、
９
月
議
会
に
も
そ
の
報
告

は
な
く
、
た
だ
、
事
業
計
画
が
進
ん
で
い
る
と
の
答
弁
で
、
今
回
１２
月
議
会

で
は
い
き
な
り
こ
の
新
計
画
の
話
で
す
。
執
行
部
の
進
め
方
に
不
信
が
募
り

ま
す
。

　
以
上
の
理
由
で
反
対
し
ま
す
。

反
対

　
　
　
　
吉
田　
　
豊　
議
員

　
私
は
賛
成
の
立
場
で
討
論
し
ま
す
。
町
執
行
部
の
説
明
不
足
は
私
も
同
感

で
す
。
し
か
し
、
物
事
を
進
め
る
上
で
、
言
え
る
こ
と
と
極
秘
の
中
で
進
め

ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
特
に
今
回
の
市
街
地
再
開
発
事

業
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
法
で
公
表
に
は
厳
し
い
規
制
が
あ
る
こ
と
も
わ
か
り
ま

し
た
。
そ
れ
で
、
一
般
質
問
、
議
案
審
議
に
お
い
て
、
私
の
質
問
、
ま
た
同

僚
議
員
の
質
問
に
対
す
る
答
弁
内
容
を
精
査
し
た
と
き
、
次
の
よ
う
な
結
論

に
達
し
ま
し
た
。

　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
室
長
の
市
街
地
再
開
発
事
業
は
、
優
先
契
約

事
業
所
と
の
競
争
的
対
話
は
確
実
に
前
に
進
ん
で
い
る
と
い
う
答
弁
、
町
長

の
具
体
的
な
説
明
報
告
は
で
き
な
い
が
前
に
は
進
ん
で
い
る
と
い
う
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。
イ
オ
ン
跡
地
の
無
償
譲
渡
の
基
本
合
意
も
合
意
書
も
確
認
す

る
こ
と
な
く
町
執
行
部
の
説
明
の
み
で
済
ま
し
、
令
和
元
年
９
月
第
３
回
定

例
議
会
に
お
い
て
隣
接
地
の
用
地
取
得
費
用
約
２
億
円
も
承
認
し
、
市
街
地

再
開
発
を
推
進
す
る
よ
う
承
認
し
て
き
ま
し
た
。
私
自
身
も
納
得
い
く
説
明

を
求
め
一
般
質
問
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
が
、
説
明
不
足
を
理
由
に
こ
の

議
案
を
否
決
す
る
こ
と
に
は
至
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
町
政
を

見
て
も
町
民
を
裏
切
る
よ
う
な
行
為
は
な
く
、
町
執
行
部
を
信
用
す
る
に
値

す
る
も
の
と
確
信
し
ま
す
。

　
ま
た
、
事
業
の
中
に
、
体
育
セ
ン
タ
ー
等
の
併
設
案
も
浮
上
し
、
集
客
効

果
の
再
評
価
の
予
算
を
計
上
さ
れ
、
ま
す
ま
す
慎
重
を
期
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
、
ま
だ
発
表
で
き
な
い
と
い
う
町
執
行
部
の
考
え
も
相
当
で
あ
り
ま
す
。

十
分
な
説
明
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
こ
で
町
議
会
が
一
刻
た
り
と
も
足

止
め
を
す
る
の
は
で
き
ま
せ
ん
。
今
後
、
発
表
で
き
る
状
態
に
な
っ
た
ら
一

番
に
議
会
に
説
明
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
私
は
賛
成
し
ま
す
。

賛
成

令
和
元
年
第
４
回
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
賛
成
８
、
反
対
１
で
可
決

し
ま
し
た
。
討
論
で
出
た
反
対
・
賛
成
意
見
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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議
案
審
議

議
案
番
号

件　　　　　　　　　　名
採
決
結
果

１２３４５６７８９１０

鈴
木
千
春

大
川
徹
也

原　

直
弘

吉
田　

豊

田
中
静
雄

原
田　

希

吉
富　

隆

大
川
隆
城

寺
﨑
太
彦

中
山
五
雄

60 上峰町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

61 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例
の整備に関する条例   可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

62 成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係条例
の整備に関する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

63 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改
正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

64 上峰町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

65 特別職の給与条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

66 議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

67 災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

68 財産の取得について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

69 令和元年度上峰町一般会計補正予算（第４号） 可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

70 令和元年度上峰町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

71 令和元年度上峰町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

72 令和元年度上峰町農業集落排水特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

※議長は賛否の意思表示をすることはできません。採決の結果、可否同数のときは議長が裁決権を行使します。（過半数議決の場合）

令和元年　第４回定例会　議案賛否表　○は賛成　×は反対　

議会を傍聴してみませんか
　毎回、町民の皆さまに議会を傍聴していただき、ありがとうございます。
　次回の定例会の会期は、３月６日（金）から23日（月）までを予定しています。
　一般質問は16日（月）、17日（火）および１8日（水）の予定です。
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一
般
質
問

一般質問とは 　議員が町政について自由に質問することをいいます。
　質問する項目は事前に通告します。時間内であれば納得がいくまで何度も質問できる「一問一答方式」を採用しています。

一般
質問

そ
こ
が
聞
き
た
い

問
鎮
西
山
の
再
整
備
の

現
状
は
。

答
創
生
室
長　
鎮
西
山

の
再
整
備
は
準
備
を

進
め
て
い
る
。令
和
２
年

度
の
補
助
金
採
択
に
向

け
申
請
作
業
を
進
め
て

い
る
状
況
。

問
第
１
期
修
景
整
備
、

第
２
期
誘
客
が
期
待

で
き
る
施
設
の
整
備
の

内
容
は
。

答
創
生
室
長　
鎮
西
山

を
ゾ
ー
ン
化
し
、数

年
度
国
民
健
康
保
険
の

１
人
当
た
り
の
医
療
費

は
３５７
千
円
余
り
で
県
内

１３
位
と
な
っ
て
い
る
。

前
年
度
と
比
較
す
る
と
、

約
３
万
円
の
増
額
と

な
っ
て
い
る
。
原
因
と

し
て
は
、
医
療
技
術
の

高
度
化
や
平
均
寿
命
の

延
伸
等
が
考
え
ら
れ

る
。

　

医
療
費
の
削
減
と
し

て
は
、
医
療
費
通
知
、

レ
セ
プ
ト
点
検
の
実
施

等
に
よ
り
医
療
費
の
適

正
化
を
行
う
と
と
も
に
、

被
保
険
者
の
健
康
管
理

意
識
の
高
揚
、
適
正
受

診
の
促
進
を
図
り
、
特

定
健
診
受
診
率
の
向
上

や
医
療
機
関
と
の
連
携

を
図
り
重
症
化
予
防
を

講
じ
、
制
度
の
健
全
化
、

安
定
化
に
取
り
組
み
、

医
療
費
の
抑
制
に
努
め

て
い
く
。

問
佐
賀
県
内
、
各
市
町

保
険
料
が
違
う
が
、

今
後
ど
う
な
る
の
か
。

答
健
康
福
祉
課
長　
今

後
９
年
後
に
、県
内

で
同
率
の
税
率
一
本
化

を
目
指
し
て
協
議
を
進

め
て
い
る
。

答
教
育
長　
保
存
に
つ

い
て
、や
っ
と
安
定

し
て
き
た
。今
後
活
用
計

画
に
つ
い
て
は
、観
光
資

源
的
ま
た
文
化
・
学
術

的
な
も
の
を
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
な
が
ら
具
体
的

な
案
を
煮
詰
め
る
。

年
に
分
け
て
整
備
し
て

い
く
。

問
令
和
７
年
に
は
、
国

民
の
３
人
に
１
人
が

６５
歳
以
上
、
ま
た
、
５

人
に
１
人
が
７５
歳
以
上

と
な
り
、
社
会
保
障
費

の
急
増
が
予
想
さ
れ
る

が
医
療
費
削
減
は
ど
の

よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

答
健
康
福
祉
課
長　
上

峰
町
で
は
、
平
成
３０

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称 ／ 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称

ほ
か
に

○�

中
心
市
街
地
再
開
発

事
業
に
つ
い
て

○�

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ

い
て

要望
医
療
費
の
適
正
化
、

保
険
料
が
上
が
ら
な

い
よ
う
努
力
し
て
も
ら

い
た
い
。

問
八
藤
丘
陵
遺
跡
の
整

備
の
現
状
は
。

答
文
化
課
長　

平
成

２９
・
３０
年
度
の
２
カ

年
事
業
で
、保
存
整
備
に

係
る
全
体
的
な
太
古
木

保
存
活
用
計
画
を
策
定

し
た
。今
後
、整
備
計
画

と
し
て
は
こ
の
自
然
遺

跡
を
将
来
に
向
け
、確
実

に
保
護
し
て
い
く
た
め

に
、適
切
な
整
備
を
図
っ

て
い
く
。

問
今
後
、
ど
の
よ
う
に

整
備
し
て
い
く
か
。

答
文
化
課
長　
３
次
元

デ
ー
タ
等
を
活
用
し

て
い
く
。

問
国
宝
で
あ
る
、
堆
積

物
及
び
埋
没
林
を
観

光
資
源
と
し
て
活
用
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
。

鎮西山の遊歩道

　
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。

寺﨑　太彦 議員

鎮
西
山
の
再
整
備
は

準
備
を
進
め
る

八
藤
丘
陵
遺
跡
の
整
備
は

適
切
な
整
備
を
図
る

国保の医療費削減は

重症化予防を講じる
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一
般
質
問

断
言
は
で
き
な
い
。

問
第
２
部
、
第
４
部
の

格
納
庫
更
新
の
考
え

は
ど
う
か
。

答
総
務
課
副
課
長　
緊

急
性
、
法
令
上
の
問

題
が
第
２
部
、
第
４
部

の
格
納
庫
に
つ
い
て
は

今
の
と
こ
ろ
な
い
。
改

修
の
要
望
が
上
が
っ
て

い
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
が
、
こ
ち
ら
に
つ

い
て
は
適
宜
考
え
て
い

き
た
い
。

に
つ
い
て
９
月
２０
日
付

で
平
成
２９
年
度
の
調
査

結
果
と
空
き
家
の
適
正

管
理
の
通
知
文
を
送
付

し
て
い
る
。
通
知
発
送

後
に
お
い
て
も
、
４
件

の
活
用
の
状
況
を
確
認

し
、
ま
た
、
１０
件
ほ
ど

の
相
談
を
受
け
て
い
る
。

今
後
も
現
状
を
把
握
し

な
が
ら
適
正
管
理
へ
の

指
導
を
行
っ
て
い
く
。

測
量
及
び
用
地
調
査
、

令
和
３
年
度
に
用
地
買

収
、
令
和
４
年
度
か
ら

工
事
着
工
の
計
画
。

　

三
上
２
号
線
の
未
整

備
区
間
８０
ｍ
の
西
側
か

ら
買
収
を
進
め
て
お
り
、

今
年
度
買
収
済
み
区
間

は
来
年
度
整
備
予
定
で

残
り
の
区
間
に
つ
い
て

は
、
民
間
の
開
発
時
期

に
合
わ
せ
て
整
備
を
計

画
し
て
い
る
。

問
第
３
部
格
納
庫
の
建

設
に
つ
い
て
は
、
数

年
前
か
ら
議
論
さ
れ
、

候
補
地
も
既
に
決
ま
り
、

そ
ろ
そ
ろ
工
事
が
始

ま
っ
て
い
い
時
期
と
思

う
が
、
い
つ
頃
に
な
る

予
定
か
。

答
総
務
課
副
課
長　
第

３
部
格
納
庫
の
移
転

候
補
地
に
つ
い
て
は
、

役
場
北
側
の
駐
車
場
内

は
公
有
地
で
あ
り
、
費

用
的
な
面
、
ス
ペ
ー
ス

的
に
も
適
地
で
あ
り
、

建
設
に
つ
い
て
、
今
後

調
整
し
て
い
く
。
建
設

時
期
に
つ
い
て
は
、
話

を
詰
め
て
い
る
状
況
で

問
上
峰
町
も
空
き
家
等

の
適
正
管
理
に
関
す

る
条
例
が
施
行
さ
れ
た

が
、
現
在
の
空
き
家
の

状
況
と
空
き
家
対
策
の

推
進
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

答
住
民
課
長　
令
和
元

年
度
の
８
月
に
空
き

家
等
の
建
物
８１
件
に
対

し
活
用
状
況
の
調
査
を

行
い
、
活
用
さ
れ
て
い

る
１３
件
を
除
い
た
６８
件

問
９
月
の
議
会
で
も
質

問
し
前
向
き
な
答
弁

で
あ
っ
た
が
、
具
体
的

な
整
備
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答
建
設
課
長　
三
上
北

南
北
１
号
線
は
今
年

度
に
お
い
て
実
施
計
画

を
発
注
し
て
お
り
、
路

線
測
量
を
終
わ
り
道
路

詳
細
設
計
に
取
り
か
か
っ

て
い
る
。事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
、
来
年
度
に
用
地

問
坊
所
児
童
公
園
の
噴

水
設
備
は
十
数
年
前

か
ら
破
損
し
て
い
る
状

態
だ
が
、
ど
う
す
る
つ

も
り
な
の
か
、
ま
た
便

所
の
洋
式
化
整
備
の
考

え
は
な
い
の
か
、
公
園

内
に
あ
る
設
備
の
管
理

に
つ
い
て
考
え
を
問
う
。

つ
い
て
は
、
洋
式
化
し

た
場
合
に
十
分
な
ス

ペ
ー
ス
を
勘
案
す
る
必

要
が
あ
り
坊
所
児
童
公

園
の
管
理
組
合
等
と
も

相
談
し
た
上
で
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

答
創
生
室
長　
坊
所
児

童
公
園
は
、
平
成
５

年
１０
月
に
設
置
し
た
が
、

ほ
ど
な
く
し
て
石
や
砂

を
詰
め
る
な
ど
の
行
為

が
頻
発
し
、
や
む
な
く

人
工
泉
起
動
を
停
止
し

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

ま
た
便
所
の
洋
式
化
に

児童公園トイレ三上２号線

三上北南北１号線

田中　静雄 議員

消
防
団
格
納
庫
の
整
備
は

役
場
駐
車
場
内
で
調
整

三
上
北
、
道
路
の
具
体
的
な

整
備
計
画
は

道
路
詳
細
設
計
に
取
り
か
か
っ
て
い
る

坊
所
児
童
公
園
の
管
理
は

管
理
組
合
等
と
検
討

空
き
家
対
策
の
進
捗
状
況
は

適
正
管
理
の
指
導
を
行
う

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称 ／ 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称 8



一
般
質
問

答
議
長　
先
ほ
ど
議
員

よ
り
議
長
に
対
し
て

の
要
望
イ
オ
ン
跡
地
の

件
は
、
一
般
質
問
終
了

後
、
議
案
審
議
の
前
に

全
協
で
協
議
し
た
い
。

要望
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

吉田　豊 議員

答
創
生
室
長　
譲
渡
の

中
身
に
関
し
て
詳
細

は
申
し
上
げ
ら
れ
な
い
。

双
方
前
向
き
に
進
ん
で
い

る
の
で
、
ほ
ぼ
影
響
は
な

い
と
考
え
る
。
す
ぐ
譲
渡

に
移
せ
な
い
こ
と
に
疑
問

が
あ
る
よ
う
だ
が
、
イ
オ

ン
九
州
株
式
会
社
も
九
州

に
は
多
く
の
店
舗
を
展
開

さ
れ
て
い
る
。
中
に
は
上

峰
店
同
様
、
閉
店
の
決
議

を
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

当
然
そ
の
店
舗
は
ど
こ
か

の
自
治
体
の
区
域
内
に
位

置
し
て
い
る
。
閉
店
す
る

な
ら
財
産
譲
渡
す
る
よ
う

各
自
治
体
が
言
い
出
し
た

ら
ど
う
な
る
か
。
そ
う

い
っ
た
状
況
を
踏
ま
え
て

セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
交
渉
を

重
ね
て
い
る
状
況
だ
。
ま

た
公
開
の
場
で
あ
る
議
場

で
、
こ
れ
以
上
中
身
に
つ

い
て
言
及
す
る
こ
と
は
、

イ
オ
ン
の
株
価
に
影
響
を

与
え
る
可
能
性
も
あ
る
の

で
、
こ
れ
以
上
は
差
し
控

え
る
。

る
の
で
こ
ち
ら
か
ら
謹

し
む
べ
き
」
と
い
う
発

言
で
あ
る
。
イ
オ
ン
が

再
入
店
の
希
望
が
あ
る

こ
と
も
報
道
さ
れ
た
。

問
イ
オ
ン
の
条
件
を
の

ま
な
け
れ
ば
カ
ー
ド

を
切
る
の
か
。

答
町
長　
譲
渡
の
条
件

と
し
て
考
え
る
こ
と

も
一
般
的
に
は
あ
り
得

る
こ
と
だ
と
思
う
。

問
そ
う
だ
と
す
る
と
、

６８
号
議
案
に
つ
い
て

も
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

答
町
長　
※
１
Ｐ
Ｆ
Ｉ

事
業
は
リ
ス
ク
の
分

担
。
無
償
譲
渡
を
受
け

構
想
、
事
業
者
が
決
ま

る
前
に
も
ら
う
こ
と
が

町
の
た
め
に
は
な
ら
な
い
。

問
で
は
、
全
て
が
揃
う

ま
で
、
仮
契
約
の
ま

ま
で
良
い
と
思
う
が
。

答
町
長　
事
業
者
選
定

後
、
※
２
Ｓ
Ｐ
Ｃ
が

構
成
さ
れ
る
と
同
時
に
、

土
地
・
建
物
の
無
償
譲

渡
と
い
う
段
取
り
で
進

め
た
い
。

定
は
。
そ
れ
と
イ
オ
ン

跡
地
の
３
万
㎡
は
無
償

譲
渡
の
時
期
が
示
さ
れ

な
い
。
基
本
合
意
は
無

条
件
で
町
に
寄
附
さ
れ

る
の
か
。

答
創
生
室
長　
「
一
定

程
度
条
件
が
成
就
し

た
ら
」
と
い
う
こ
と
だ
か

ら
無
条
件
で
は
な
い
。

問
新
し
く
設
け
る
店
舗

の
面
積
な
り
場
所
の

問
題
で
、
そ
の
譲
渡
の

カ
ー
ド
を
切
ら
れ
る
お

そ
れ
も
あ
る
の
か
。
そ

の
条
件
を
の
ま
な
け
れ

ば
、
譲
渡
し
な
い
と
い

う
こ
と
に
も
な
り
う
る

の
か
。

問
創
生
室
長
か
ら
と
ん

で
も
な
い
発
言
が

あ
っ
た
。
公
開
の
場
だ

か
ら
言
え
ば
何
か
影
響

が
あ
る
。
議
長
に
お
願

い
す
る
。「
公
開
の
場
で

は
言
え
な
い
」
の
で
あ

れ
ば
、
説
明
の
場
を
求

め
る
。

答
町
長　
相
手
方
に
迷

惑
を
か
け
る
。「
経

済
活
動
の
阻
害
に
当
た

問
無
償
譲
渡
の
基
本
合

意
は
で
き
て
い
る
が

時
期
は
い
つ
か
。

答
創
生
室
長　
イ
オ
ン

と
の
協
議
は
引
き
続

き
粛
々
と
行
な
っ
て
い

る
。
協
議
の
感
触
と
し

て
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
印

象
は
な
い
。

問
今
ま
で
粛
々
と
対
話

を
進
め
て
い
る
。
今

回
用
地
取
得
契
約
の
議

案
も
提
出
し
て
い
る
。

こ
の
時
期
に
併
せ
て
譲

渡
し
て
も
ら
う
べ
き
だ

と
考
え
る
。
９
月
の
定

例
議
会
で
は
、
２
万
㎡

の
土
地
購
入
計
画
が
今

回
約
９
千
㎡
残
り
の
予

ほ
か
に

○�

ド
ロ
ー
ン
の
多
目

的
使
用
の
考
え
は

○�

元
年
産
米
・
大
豆

の
減
収
に
対
す
る

救
済
措
置
を

○�

切
通
川
の
災
害
復

旧
に
つ
い
て

○�

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

事
業
に
つ
い
て

○�

学
校
給
食
の
地
産
地

消
の
取
り
組
み
は

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称 ／ 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称

イ
オ
ン
跡
地
の
譲
渡
は
い
つ
か

譲
渡
に
向
け
て
協
議
中

中心市街地の開発予定地

※
１　
公
共
施
設
等
の

建
設
、
維
持
管
理
、
運

営
等
を
民
間
の
資
金
、

経
営
能
力
及
び
技
術
的

能
力
を
活
用
し
て
行
う

手
法
。

※
２　
あ
る
特
別
の
事

業
を
行
う
た
め
に
設
立

さ
れ
た
事
業
会
社
の
事
。
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般
質
問

武
道
館
・
体
育
セ
ン
タ
ー
の

計
画
は

移
転
新
築
の
要
望
中

ん
が
望
む
機
能
を
十
分

備
え
た
も
の
を
し
っ
か

り
と
つ
く
る
必
要
が
あ

る
。
前
向
き
な
議
論
で

良
い
方
向
に
進
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る

の
で
、
行
政
の
皆
さ
ん

も
そ
の
思
い
で
、
進
め

て
も
ら
い
た
い
。

答
町
長　
こ
の
事
業
に

つ
い
て
は
、
心
配
と

懸
念
を
す
ご
く
与
え
て

し
ま
っ
て
い
る
と
思
う
。

た
だ
し
、
実
態
は
非
常

に
進
ん
で
い
る
し
、
環

境
と
し
て
は
か
つ
て
な

い
状
況
が
生
ま
れ
て
い

に
進
め
て
い
き
た
い
。

理
解
と
協
力
を
お
願
い

し
た
い
。

た
変
更
と
な
ら
な
い
よ

う
に
進
め
て
も
ら
い
た

い
。答

総
務
課
副
課
長　

　
粛
々
と
交
渉
を
進

め
て
い
く
。

　

私
ど
も
の
方
で
も
、

体
育
館
、
武
道
館
、
プ
ー

ル
、
様
々
な
可
能
性
を

い
っ
た
ん
盛
り
込
ん
で

精
査
し
て
い
き
た
い
。

　

し
か
し
、
一
方
で
、

規
模
感
や
経
済
性
が
合

わ
な
い
な
ど
の
状
況
が

生
じ
れ
ば
、
検
討
の
上
、

絞
り
込
む
と
い
う
局
面

も
想
定
し
な
い
と
い
け

な
い
。

　

計
画
に
追
加
す
る
現

段
階
に
お
い
て
は
、い
っ

た
ん
盛
り
込
ん
で
い
こ

う
と
考
え
て
い
る
。

問
中
心
市
街
地
活
性
化

事
業
の
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
創
生
室
長　
体
育
館

等
の
機
能
を
新
た
に

追
加
設
定
す
る
こ
と
に

よ
る
評
価
が
必
要
な
の

で
、
新
た
に
検
証
す
る

こ
と
に
な
る
と
思
う
が
、

ゼ
ロ
か
ら
で
は
な
く
こ

れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き

た
成
果
を
活
用
し
短
縮

化
を
図
り
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
も
っ
て
事
業
化
を

図
る
。

問
中
心
市
街
地
に
つ
い

て
は
、
町
民
の
皆
さ

る
。
な
か
な
か
伝
わ
ら

な
い
部
分
も
あ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
前
向
き

問
消
防
団
第
３
部
格
納

庫
の
移
転
に
向
け
た

用
地
選
定
の
進
捗
は
。

答
総
務
課
副
課
長　
第

３
部
員
の
皆
さ
ん
で

協
議
を
さ
れ
、
要
望
書

が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

場
所
は
、
役
場
北
側
駐

車
場
内
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
提
出
さ
れ
た
候
補

地
に
つ
い
て
、
事
務
局

内
で
検
討
し
た
結
果
、

適
地
で
あ
ろ
う
と
い
う

結
果
に
至
っ
た
。

　

現
在
、
駐
車
場
と
し

て
法
人
に
貸
し
出
し
て

い
る
場
所
が
あ
る
の
で

も
う
し
ば
ら
く
交
渉
を

続
け
て
い
く
。

問
移
転
に
つ
い
て
は
、

か
ね
て
か
ら
の
要
望

な
の
で
、
候
補
地
が
ま

問
武
道
館
及
び
社
会
体

育
セ
ン
タ
ー
の
今
後

の
計
画
は
。

答
生
涯
学
習
課
長　
体

育
施
設
等
に
つ
い
て

は
、
老
朽
化
等
の
指
摘

が
あ
る
が
、
現
在
、
町

に
対
し
中
心
市
街
地
へ

の
移
転
新
築
の
要
望
を

相
談
し
、
検
討
を
お
願

い
し
て
い
る
。

答
創
生
室
長　
老
朽
化

に
よ
り
今
後
、
建
て

替
え
が
必
要
と
予
測
さ

れ
て
い
る
も
の
に
つ
い

て
も
、
現
在
の
場
所
で

行
う
の
か
、
別
途
場
所

を
選
定
し
て
行
う
の
か

を
ど
こ
か
の
時
期
で
対

応
し
て
い
く
こ
と
に

な
っ
て
い
た
と
考
え
て

い
る
が
、
今
、
可
能
な

範
囲
で
検
討
し
て
お
く

の
は
決
し
て
無
益
で
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。

原田　希 議員

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
事
業
化

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
の

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

消
防
団
格
納
庫
移
転
の
進
捗
は

交
渉
を
進
め
る

消防団第３部格納庫移転予定地

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称 ／ 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称 10
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答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称 ／ 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称

原　直弘 議員

答
健
康
福
祉
課
長
　
県

と
協
議
を
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
東
部
地
区

圏
域
に
お
け
る
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
充
足
率
は

十
分
満
た
さ
れ
て
お
り
、

慎
重
な
協
議
が
必
要
と

な
っ
て
く
る
。

問
町
長
は
公
約
で
、
障

が
い
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
建
設
を
掲
げ

て
い
る
が
。

答
町
長
　
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
建
設
の
要
望

が
非
常
に
強
か
っ
た
の

で
公
約
に
掲
げ
て
い
る
。

利
用
者
の
気
持
ち
を

し
っ
か
り
と
聞
き
、
建

設
に
協
力
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
計
画
を
進
め
て
い
く

上
で
重
要
な
こ
と

は
、
障
が
い
を
持
た
れ

る
方
の
保
護
者
の
意
見

問
空
き
家
を
解
体
す
る

こ
と
に
よ
り
、
固
定

資
産
税
の
※
特
例
措
置
が

な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
空
き
家
の
解
体
が

進
ま
な
い
要
因
と
な
っ

て
い
る
の
で
、
こ
の
対

策
に
つ
い
て
検
討
し
て

も
ら
い
た
い
。

答
住
民
課
長
　
税
務
課

と
協
議
、
検
討
を
す

る
。

を
考
え
て
町
外
の
学
校

を
選
ば
れ
て
い
る
と
思

う
の
で
、
そ
の
考
え
や

思
い
の
手
助
け
と
な
る

施
策
を
考
え
て
も
ら
い

た
い
。

答
教
育
長
　
公
益
性
を

考
え
て
、
引
き
続
き

検
討
研
究
を
し
て
い
く
。

答
町
長
　
教
育
委
員
会

に
は
引
き
続
き
検
討

を
す
る
よ
う
求
め
て
い

く
。

る
の
で
、
そ
の
際
に
は

親
御
さ
ん
が
持
た
れ
て

い
る
悩
み
や
課
題
、
意

見
を
聞
く
形
で
進
め
て

い
く
。

問
障
が
い
の
あ
る
方
の

地
域
に
お
け
る
住
ま

い
の
場
の
確
保
は
ど
の

よ
う
に
進
め
る
の
か
。

答
健
康
福
祉
課
長　
平

成
２７
年
度
か
ら
３０
年

度
ま
で
「
障
が
い
者
の

高
齢
化
問
題
と
ひ
き
こ

も
り
問
題
対
策
の
処
方

箋
」
の
支
援
策
と
し
て

寄
附
金
を
募
っ
て
お
り
、

現
在
、
そ
の
寄
附
金
の

使
途
に
つ
い
て
検
討
を

し
て
い
る
状
況
で
あ
る

が
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
整
備
を
さ
れ
る
社
会

福
祉
法
人
等
へ
の
補
助

に
な
る
か
と
考
え
て
い

る
。問

上
峰
町
内
に
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
を
建
設
し

て
も
ら
う
た
め
に
町
は

ど
の
よ
う
に
町
の
要
望

を
伝
え
て
い
く
の
か
。

問
現
在
の
取
り
組
み
状

況
は
。

答
住
民
課
長　
空
き
家

８１
件
に
つ
い
て
、
所

有
者
に
対
し
適
正
管
理
の

通
知
文
を
送
付
し
て
い
る
。

問
現
在
、
空
き
家
の
除

去
に
対
し
補
助
を

行
っ
て
い
る
市
町
は
県
下

２０
市
町
の
内
、
１５
市
町
で

あ
る
。
空
き
家
が
生
活
環

境
に
多
大
な
悪
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
か
ら
、
空
き
家

除
去
に
対
す
る
補
助
の
整

備
を
早
急
に
進
め
て
も
ら

い
た
い
。

答
住
民
課
長
　
補
助
金

要
綱
の
案
を
今
年
度

中
に
作
成
す
る
。

問
町
外
に
就
学
す
る
生

徒
を
ス
タ
デ
ィ
ク
ー

ポ
ン
事
業
と
同
様
な
助

成
を
行
う
こ
と
に
つ
い

て
の
検
討
経
過
は
。

答
教
委
事
務
局
長　
事

務
の
所
管
、
手
続
き

の
負
担
の
解
消
な
ど
課

内
で
検
討
し
た
が
、
結

果
は
出
て
い
な
い
。

問
ス
タ
デ
ィ
ク
ー
ポ
ン

事
業
が
上
峰
中
学
校

の
魅
力
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
施
策
で

あ
る
こ
と
は
理
解
す
る

が
、
町
外
に
就
学
す
る

生
徒
は
選
択
肢
の
中
か

ら
自
分
の
特
性
や
能
力

や
考
え
を
聞
く
こ
と
だ

と
考
え
る
が
。

答
健
康
福
祉
課
長
　
令

和
２
年
度
に
障
害
者

計
画
等
の
見
直
し
を
す

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称 ／ 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称

ス
タ
デ
ィ
ク
ー
ポ
ン
事
業
と

同
様
な
助
成
は

引
き
続
き
検
討
を
す
る

保
護
者
の
意
見
を
聞
き
、
進
め

て
い
く

障
が
い
の
あ
る
人
に
対
す
る

施
策
は

除
去
に
対
す
る
補
助
金
の
整
備

を
進
め
て
い
る

空
き
家
対
策
の
状
況
と
今
後

の
対
応
は

ほ
か
に

○�

中
心
市
街
地
（
イ

オ
ン
跡
地
）
の
再

開
発
に
つ
い
て

※
住
宅
用
地
に
つ
い
て

税
金
が
軽
減
さ
れ
る
。
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の
先
生
を
中
心
に
早
期

発
見
、
対
応
に
取
り
組

み
そ
の
体
制
が
確
立
し

て
き
て
い
る
。
不
登
校

対
策
と
し
て
学
校
か
ら

の
要
望
を
受
け
、
様
々

な
ケ
ー
ス
に
対
応
す
る

た
め
の
学
校
適
応
指
導

教
室
を
新
年
度
か
ら
設

置
に
む
け
て
検
討
を
始

め
て
い
る
。

え
工
事
中
で
今
年
度
下

部
工
、
続
い
て
上
部
工

工
事
。
来
年
度
新
橋
梁

取
付
工
事
及
び
仮
設
橋

梁
撤
去
工
事
を
予
定
。

切
通
川
本
流
拡
幅
改
修

は
再
来
年
以
降
。
碇
地

区
右
岸
は
の
り
尻
の
補

強
工
で
の
り
下
に
２
ｍ

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
板
を

張
る
工
事
が
施
工
さ
れ

て
い
る
。

問
排
水
機
場
ポ
ン
プ
の

増
設
は
ど
う
か
。

答
建
設
課
長　
浸
水
被

害
の
原
因
、
豪
雨
以

外
の
要
因
等
調
査
し

様
々
な
面
か
ら
検
討
し

働
き
か
け
を
や
っ
て
い

き
た
い
。

問
町
内
一
級
河
川
浚し

ゅ
ん

渫せ
つ

の
実
施
は
。

答
建
設
課
長　
県
総
合

流
域
防
災
事
業
の
浚

問
水
害
に
強
い
町
づ
く

り
計
画
で
取
り
組
む

べ
き
で
は
。

答
建
設
課
長　
国
の
方

針
は
現
有
施
設
の
補

強
を
重
点
施
策
と
し
、

今
ま
で
以
上
の
早
い
避

難
行
動
を
促
が
す
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
近
年

の
大
雨
で
浸
水
被
害
区

域
が
広
が
っ
て
い
る
の

で
そ
の
原
因
調
査
を
行

い
発
生
時
の
町
内
状
況

を
的
確
に
把
握
す
る
こ

と
か
ら
始
め
る
必
要
が

あ
る
。

要望
県
内
で
も
大
災
害
発

生
地
区
も
あ
り
、
上

峰
も
「
明
日
は
わ
が
身
」

の
思
い
で
年
次
計
画
に

よ
り
早
め
に
対
応
す
る

こ
と
を
切
に
要
望
す
る
。

問
佐
賀
県
教
育
委
員
会

は
、
い
じ
め
や
不
登

校
等
、
増
加
傾
向
で
小

学
校
が
多
い
と
報
告
し

て
い
る
が
本
町
で
は
ど

う
か
。

答
教
委
事
務
局
長　
今

年
度
い
じ
め
は
小
学

校
で
１
件
、
中
学
校
で

３
件
認
知
、
不
登
校
は

小
学
校
で
４
件
、
中
学

校
で
３
件
認
知
し
て
い

る
。答

教
育
長　
い
じ
め
は

相
手
が
嫌
な
思
い
を

す
れ
ば
、
い
じ
め
と
覚

知
し
認
知
し
た
の
で
増

え
た
。
教
育
相
談
担
当

問
最
近
、
降
雨
量
も
増

え
前
牟
田
・
江
迎
地

区
に
加
え
、
役
場
周
辺

等
冠
水
地
域
が
拡
大
し

て
い
る
。
対
策
と
し
て

町
の
現
状
を
き
ち
ん
と

把
握
す
る
調
査
が
必
要

で
あ
る
。
そ
の
デ
ー
タ

に
沿
っ
て
対
策
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答
副
町
長　
平
成
２８
年

に
調
査
が
行
わ
れ
そ

の
手
引
き
は
国
県
か
ら

の
情
報
で
平
成
２９
年
に

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作

成
し
て
い
る
が
町
独
自

で
も
っ
と
緻
密
な
調
査

を
当
然
す
べ
き
と
考
え

て
い
る
。

問
切
通
川
改
修
見
通
し

と
碇
地
区
右
岸
工
事

は
。答

建
設
課
長　
現
在
、

中
津
隈
橋
の
架
け
替

渫
計
画
で
は
井
柳
川
が

対
象
。
他
の
町
内
一
級

３
河
川
の
浚
渫
は
通
常

の
維
持
管
理
計
画
の
中

で
県
に
対
し
早
急
に
対

応
を
強
く
要
望
し
た
い
。

問
平
成
３０
年
５
月
に
農

水
省
か
ら
た
め
池
の

洪
水
調
節
機
能
強
化
対

策
の
手
引
き
が
出
さ
れ

整
備
促
進
が
示
さ
れ
て

い
る
が
、
外
記
の
た
め

池
を
調
整
池
と
し
て
整

備
す
べ
き
で
は
。

答
建
設
課
長　
外
記
の

た
め
池
は
農
業
用
水

利
の
た
め
池
で
も
あ
り
、

大
雨
に
よ
る
影
響
や
集

水
時
間
、
そ
の
容
量
等

調
査
検
討
し
管
理
者
と

十
分
協
議
を
重
ね
理
解

を
得
る
必
要
が
あ
る
。

大川　隆城 議員

学
校
適
応
指
導
教
室
を
検
討
中

児
童
生
徒
の
い
じ
め
不
登
校

等
防
止
対
策
を

調
査
を
実
施
し
協
議
、
検
討
を

進
め
る

防
災
・
減
災
対
応
の
治
水
対

策
を
急
げ

外記のため池

井柳川
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一
般
質
問

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称 ／ 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称

問
令
和
２
年
度
、
当
初

予
算
に
補
助
要
綱
を

作
る
べ
き
で
は
。

答
総
務
課
副
課
長　
国

や
県
の
補
助
要
綱
を

参
考
に
す
る
。

要望
運
転
支
援
装
置
設
置

推
進
事
業
に
つ
い
て

問
基
本
合
意
が
な
さ
れ

て
い
る
が
、
イ
オ
ン

九
州
株
式
会
社
の
所
有

す
る
土
地
及
び
建
物
に

つ
い
て
は
上
峰
町
へ
譲

渡
す
る
意
思
が
あ
る
か
。

答
創
生
室
長　
上
峰
町

と
し
て
は
、
そ
れ
を

受
け
入
れ
る
意
思
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
基
本

的
合
意
を
し
て
い
る
。

問
基
本
合
意
が
平
成
３１

年
１
月
１５
日
に
な
さ

れ
て
お
り
、
１
年
近
く

な
る
が
い
つ
頃
上
程
が

で
き
る
か
。

答
創
生
室
長　
確
実
に

前
に
進
ん
で
い
る
。

問
イ
オ
ン
九
州
株
式
会

社
か
ら
無
償
譲
渡
に

当
た
っ
て
、条
件
が
整
っ

て
い
る
と
答
弁
が
あ
っ

た
が
、
そ
の
条
件
と
は

何
か
。

答
創
生
室
長　
双
方
の

協
議
に
よ
っ
て
細
か

い
整
備
条
件
を
踏
ま
え
、

た
だ
詳
細
を
伝
え
る
と

問
令
和
元
年
９
月
議
会

で
は
町
単
独
事
業
で

あ
っ
た
が
、
さ
が
園
芸

生
産
８８８
億
円
推
進
事
業

を
活
用
と
答
弁
が
あ
っ

た
が
、
町
単
独
か
ら
県

補
助
金
に
か
え
る
の
か
。

答
産
業
課
長　

今
後

は
、
さ
が
園
芸
生
産

８８８
億
円
推
進
事
業
を
活

用
す
る
。

問
産
業
活
性
化
事
業

４
，０
３
７
万
円
は

９
月
議
会
で
確
定
し
て

い
る
が
、
４
，０
３
７
万

円
の
保
留
に
つ
い
て
説

明
を
求
め
る
。

は
、
町
の
施
策
と
し
て

補
助
金
要
綱
を
作
成
し
、

令
和
２
年
度
の
当
初
予

算
に
組
み
込
む
よ
う
に

お
願
い
す
る
。

競
争
上
の
地
位
を
阻
害

す
る
お
そ
れ
が
生
じ
る

の
で
、
そ
こ
に
関
し
て

は
、
差
し
控
え
る
。

問
議
会
に
対
し
て
の
説

明
責
任
は
町
執
行
部

に
あ
る
と
思
う
が
、

６.３７ 

ha
の
中
に
何
を
建
設

さ
れ
る
の
か
説
明
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
議
会

と
執
行
部
と
協
議
を
か

さ
ね
前
に
進
む
べ
き
だ
。

答
町
長　
今
後
は
、
議

会
と
協
議
す
る
。

答
町
長　
こ
の
交
付
金

に
つ
い
て
は
、
県
事

業
と
の
す
み
分
け
を
す

る
と
い
う
こ
と
を
前
提

に
い
た
だ
い
た
予
算
で

あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て

は
執
行
す
る
つ
も
り
は

な
い
と
い
う
意
味
で
保

留
す
る
。

要望
今
後
、
町
の
農
業
発

展
の
た
め
の
事
業
展

開
を
お
願
い
す
る
。

国
・
県
の
補
助
要
綱
を
参
考
に
す
る

高
齢
者
安
全
運
転
事
故
対
策
は

協
議
し
て
い
く

中
心
市
街
地
再
開
発
は

吉富　隆 議員

ふ
る
さ
と
産
業
活
性
化
事
業
は

果
樹
園
芸
作
物
へ
の
転
換
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一
般
質
問

復
旧
工
事
を
実
施
し
た
。

残
り
、
１５
カ
所
に
つ
い

て
は
、
予
算
議
決
後
、

発
注
し
、
年
度
内
に
復

旧
工
事
の
完
了
を
予
定

し
て
い
る
。

ほ
か
に

○�

中
心
市
街
地
活
性
化

事
業
に
つ
い
て

被
災
箇
所
の
復
旧
状
況

の
進
捗
と
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
建
設
課
長　
町
内
全

域
で
２４
カ
所
の
被
害

を
把
握
し
て
お
り
、
応

急
的
に
対
応
で
き
る
、

ま
た
は
、
す
べ
き
箇
所

９
カ
所
に
つ
い
て
は
予

備
費
充
当
に
よ
り
応
急

問
本
年
は
、
警
報
が
発

表
さ
れ
る
豪
雨
が
７

月
、
８
月
と
立
て
続
け

に
発
生
し
、
特
に
８
月

の
記
録
的
豪
雨
で
は
、

避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
、

九
州
広
域
に
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
。
あ

れ
か
ら
３
ヶ
月
が
過
ぎ
、

町
内
各
所
で
発
生
し
た

問
全
国
の
取
り
組
み
を

参
照
す
る
と
、
終
業

ナ
ビ
や
農
業
ア
カ
デ

ミ
ー
、
担
い
手
育
成
塾
と

い
っ
た
新
規
就
農
者
と

既
に
営
農
さ
れ
て
い
る

方
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
や

農
業
体
験
等
が
多
く
実

施
さ
れ
て
い
る
。
こ
う

い
っ
た
取
り
組
み
が
あ
る

こ
と
を
し
か
る
べ
き
場
所

で
発
信
し
て
い
く
こ
と
も

課
題
解
決
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

加
え
て
、
現
在
営
農

さ
れ
て
い
る
方
々
の
所

得
向
上
と
し
て
、
以
前
も

要
望
し
た
が
、
ふ
る
さ
と

納
税
へ
の
出
品
や
地
産

地
消
等
の
販
路
の
拡
大

に
関
す
る
支
援
に
つ
い
て

も
情
報
を
発
信
し
て
い

た
だ
き
た
い
が
。

答
産
業
課
長　
人
・
農

地
プ
ラ
ン
の
実
質
化

に
つ
い
て
は
国
か
ら
の

流
れ
で
も
あ
り
、
１０
年

後
の
農
業
に
つ
い
て
は

危
惧
す
る
所
で
あ
る
の

で
、
こ
う
い
っ
た
取
り

組
み
を
国
か
ら
示
さ
れ

て
い
る
内
容
を
勘
案
し
、

そ
れ
に
沿
っ
た
所
で
、

町
独
自
で
取
り
組
め
る

こ
と
を
付
加
し
た
プ
ラ

ン
を
立
ち
上
げ
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
の
サ

イ
ト
を
参
照
し
て
み

る
と
※
ふ
る
さ
と
起
業
家

支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

い
う
も
の
が
あ
り
、
内

容
を
確
認
す
る
と
、
収

穫
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し

た
最
先
端
営
農
や
、
特

産
品
の
創
出
支
援
で

あ
っ
た
り
、
一
次
加
工

の
工
業
で
福
祉
の
仕
事

場
を
つ
く
り
た
い
と

問
課
題
解
決
に
向
け

て
、
来
年
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
実
施
に
向

け
て
の
検
討
は
。

答
産
業
課
長　
農
業
に

お
け
る
課
題
解
決
に

向
け
て
は
、
人
・
農
地

プ
ラ
ン
の
実
質
化
の
中

で
地
域
の
話
し
合
い
の

場
を
大
字
の
地
区
ご
と

に
計
画
し
、
今
後
の
担

い
手
や
農
地
の
利
用
集

積
、
集
約
化
と
い
っ
た

課
題
の
状
況
を
把
握
し
、

将
来
の
地
域
の
農
業
の

あ
り
方
等
の
方
針
を
定

め
て
い
く
取
り
組
み
を

考
え
て
い
る
。

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化

農
業
の
課
題
解
決
に
向
け
て
の
検
討
は

し
て
い
る
そ
う
し
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

は
、
し
っ
か
り
と
把
握

を
し
検
討
し
て
い
き
た

い
。

い
っ
た
起
業
の
支
援
を

募
っ
て
い
た
。
本
件
に

つ
い
て
、
こ
の
仕
組
み

は
、
上
峰
町
の
課
題
解

決
に
有
効
で
は
な
い
か

と
感
じ
た
が
、
今
後
、

こ
の
ふ
る
さ
と
起
業
家

支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

実
施
を
ご
検
討
い
た
だ

け
な
い
か
。

答
町
長　
総
務
省
が
自

治
体
に
向
け
て
推
奨

検
討
し
た
い

ふ
る
さ
と
起
業
家
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

年
度
内
完
了
予
定

災
害
復
旧
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

鈴木　千春 議員

※�

ふ
る
さ
と
起
業
家
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は

　
総
務
省
で
は
、ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
型
の
ふ
る
さ
と
納

税
に
取
り
組
む
地
方
公
共
団
体

を
後
押
し
す
る
た
め
、
起
業
家

支
援
、
移
住
交
流
促
進
を
テ
ー

マ
と
し
た
支
援
策
を
実
施
。

　
地
域
経
済
の
好
循
環
の
拡
大

が
図
ら
れ
る
よ
う
、
地
方
団
体

が
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

型
の
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
、

起
業
家
に
対
し
て
資
金
提
供
を

行
う
仕
組
み
。

授業をうけている
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一
般
質
問

が
出
動
し
て
い
な
い
理

由
は
。

答
副
町
長　
当
日
は
住

民
へ
も
避
難
勧
告
を

出
し
て
い
た
。
そ
し
て

避
難
指
示
ま
で
い
け
ば
、

そ
こ
は
私
が
把
握
し
て
、

必
要
が
あ
れ
ば
、
町
長

と
連
絡
を
取
り
合
っ
て

一
緒
に
な
っ
て
対
応
す

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

答
町
長　
レ
ベ
ル
４
の

避
難
勧
告
で
は
あ
っ

た
が
副
町
長
が
対
応
を

し
て
い
る
。

問
当
時
の
被
害
の
状
況

及
び
支
援
は
。

答
副
町
長　
浸
水
被
害

が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た

た
め
、
下
流
域
に
対
し

て
町
内
外
か
ら
の
車
両

等
が
落
ち
込
ま
な
い
よ

う
に
建
設
課
を
中
心
に

バ
リ
ケ
ー
ド
の
設
置
を

行
い
、
ま
た
避
難
所
に

お
い
て
は
担
当
課
長
が

こ
れ
に
よ
り
今
後
は
、

大
字
堤
地
区
農
地
・
水
・

環
境
保
全
向
上
活
動
協

議
会
に
対
し
て
補
助
金

の
返
還
を
求
め
る
手
続

き
を
行
な
っ
て
い
く
。

問
請
求
す
る
合
計
の
金

額
は
。

答
産
業
課
長　
国
、県
、

町
分
を
含
め
て

２
，２
５
６
万
７
，３
０
０

円
で
あ
る
。

問
正
式
に
は
役
員
何
名

に
対
し
て
請
求
を
行

な
う
の
か
。

答
産
業
課
長　
請
求
を

求
め
る
相
手
と
し
て

は
団
体
の
代
表
者
名
に

な
る
。

答
教
育
長　
今
年
度
の

第
１
回
総
合
教
育
会

議
で
上
峰
町
立
学
校
の

不
登
校
の
現
状
と
対
策

を
議
論
し
、
小
中
学
校

の
校
長
先
生
か
ら
一
部
、

学
校
外
で
の
場
所
の
必

要
性
が
で
て
き
て
い
る

と
い
う
話
が
出
、
町
内

に
お
い
て
も
学
校
適
応

指
導
教
室
設
置
の
議
論

が
さ
れ
、
そ
の
後
教
育

委
員
会
に
お
い
て
設
置

に
向
け
て
検
討
を
始
め

た
。
令
和
２
年
度
中
に

は
運
営
を
開
始
し
た
い
。

問
本
年
７
月
と
８
月
に

起
き
た
台
風
に
伴
う

災
害
に
対
し
て
の
町
の

防
災
体
制
（
出
動
者
や

指
揮
管
理
体
制
）
は
ど

う
だ
っ
た
か
。

答
総
務
課
副
課
長　
出

動
者
一
覧
表
は
公
文

と
し
て
作
成
し
て
い
な

い
の
で
、
資
料
と
し
て

の
提
出
が
で
き
な
い
。

答
副
町
長　
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
沿
っ
た
対
応
を

し
て
い
る
と
理
解
し
て

い
る
。
国
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
等

に
つ
い
て
も
、
新
た
な

展
開
が
昨
年
か
ら
今
年

に
お
い
て
生
じ
て
お
り
、

町
も
こ
の
防
災
計
画
を

早
急
に
見
直
す
方
向
で

進
ん
で
い
る
。

問
こ
の
よ
う
な
危
機
管

理
に
対
す
る
町
長
の

政
治
姿
勢
を
お
伺
い
す

る
。
７
月
２１
日
、
町
長

問
町
長
が
大
字
堤
地
区

の
役
員
を
警
察
に
告

訴
し
て
か
ら
２
年
近
く

経
っ
た
が
、
現
状
は
ど

う
か
。
ま
た
、
そ
れ
に

伴
う
交
付
金
返
還
等
の

町
や
佐
賀
県
へ
の
対
応

は
ど
う
し
た
の
か
。
ま

た
、
そ
れ
ら
の
損
失
に

関
し
て
今
後
の
町
の
対

応
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
産
業
課
長　
刑
事
告

訴
に
つ
い
て
は
令
和

元
年
１０
月
３１
日
に
告
訴

代
理
人
弁
護
士
へ
状
況

等
連
絡
が
あ
っ
て
い
る

が
、
継
続
し
て
調
査
し

て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。
交
付
金
の
返
還
に

つ
い
て
は
令
和
元
年
１０

月
１０
日
に
返
還
し
た
。

問
当
町
の
小
学
校
に
は

同
校
舎
内
に
通
常
学

級
の
他
、
そ
こ
に
通
え

な
い
、
ま
た
は
通
い
に

く
い
児
童
の
た
め
に「
ま

な
び
の
教
室
」
及
び
「
特

別
支
援
学
級
」
が
あ
る
。

ま
た
、
他
市
町
に
は
こ

れ
ら
の
学
級
に
属
さ
な

い
不
登
校
等
児
童
が
通

う
「
適
応
指
導
教
室
」

が
あ
る
。
こ
れ
は
当
町

に
は
な
い
が
こ
の
教
室

が
な
か
っ
た
た
め
、
児

童
が
行
く
と
こ
ろ
が
な

く
、
引
っ
越
し
さ
れ
た
家

族
も
い
た
と
伺
っ
て
い

る
が
。

交
代
し
な
が
ら
昼
夜
た

が
わ
ず
体
制
を
組
ん
で

対
応
に
当
た
っ
た
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
ど
お
り
に
行
な
っ
て
い
る

大
雨
災
害
に
お
け
る
防
災
体
制
は

大川　徹也 議員

農
地
・
水
・
環
境
保
全
事
業

に
関
す
る
告
訴
の
現
状
は

継
続
捜
査
中
と
認
識

学
校
適
応
指
導
教
室
を
設
置
運

営
予
定

不
登
校
等
児
童
の
学
習
支
援
は
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子
ど
も
議
会

　令和最初の子ども議会が１１月１５日（金）に開催されました。この度の子ども議会では、議長、議員役に
加え、執行部（町長、課長、副課長）役も生徒の皆さんが担い、条例案の作成から、議案一括上程、議案審議、
討論採決までを経験されました。子ども議会に向け、生徒の皆さんが上峰町について、真剣に考え、学び、
意見交換を重ねて臨まれた議会は、目を見張るものがありました。
　子ども議会終了後、生徒の皆さんには感想を書いていただきましたので、ご覧ください!!

　
私
は
子
ど
も
議
会
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。
そ
の
一
つ
は
、
自
分
の
意
見
を
相
手
に

伝
え
る
こ
と
の
難
し
さ
で
す
。
リ
ハ
ー
サ
ル
の
時

は
声
が
小
さ
か
っ
た
り
、
一
つ
一
つ
の
言
葉
に
自

信
が
も
て
な
か
っ
た
り
と
大
変
で
し
た
。
そ
の
時
、

本
物
の
議
員
さ
ん
に
、「
堂
々
と
話
し
た
方
が
い

い
。」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
気

弱
な
態
度
で
話
す
よ
り
堂
々
と
し
た
態
度
で
話
し

た
方
が
、
相
手
へ
の
伝
わ
り
方
が
変
わ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
本
番
、
少
し
緊
張
し
ま

し
た
が
堂
々
と
は
っ
き
り
と
し
た
声
で
意
見
を
言

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
実
際
に
や
っ
て
み
る
と
、

急
に
頭
の
中
が
真
っ
白
に
な
っ
て
困
り
ま
し
た
。

で
も
、
な
ん
と
か
最
後
ま
で
意
見
を
言
え
た
の
で

よ
か
っ
た
で
す
。

　
今
回
の
子
ど
も
議
会
で
、
上
峰
町
の
こ
と
を
少

し
で
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
議
会
が
ど
う
い
う

も
の
な
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
と
て

も
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
上

峰
町
の
こ
と
を
真
剣
に
考
え
、
大
事
に
し
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

　
「
緊
張
す
る
。
採
決
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
。」

十
一
月
十
五
日
に
子
ど
も
議
会
が
あ
り
、
私
は
議

長
役
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
初
の

言
葉
は
始
ま
る
前
の
私
の
心
情
で
す
。
議
会
が
始

ま
っ
て
か
ら
は
足
が
震
え
、
進
行
の
言
葉
の
速
さ

は
練
習
の
と
き
に
比
べ
て
、
と
て
も
早
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
緊
張
し
て
い
た
ん
だ
と
改
め
て

思
い
ま
し
た
。
議
会
は
そ
の
後
順
調
に
進
み
、
議

案
第
一
号
は
可
決
、
第
二
号
は
否
決
と
な
り
ま
し

た
。
議
案
第
二
号
は
否
決
に
な
り
ま
し
た
が
、
私

個
人
の
意
見
と
し
て
は
、
と
て
も
い
い
案
だ
と
思

い
ま
し
た
。
費
用
と
時
間
は
か
か
っ
て
し
ま
い
ま

す
が
、
県
道
を
利
用
す
る
町
外
の
人
も
楽
し
め
る

案
で
し
た
。
町
の
活
性
化
に
も
繋
が
る
案
だ
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
は
と
て
も
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
上
峰
町
民
の
笑

顔
が
増
え
る
町
の
政
治
を
願
う
と
と
も
に
、
私
も

少
し
で
も
興
味
を
も
っ
て
関
わ
っ
て
い
こ
う
と
い

う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

子ども議会
上峰中学校

池松　克弥

濱　穂伽

議
員
役

議
長
役
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子
ど
も
議
会

　
私
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
室
の
室
長

役
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
は
子
ど

も
議
会
で
三
つ
の
こ
と
を
頑
張
り
ま
し
た
。
一
つ

目
は
条
例
案
を
作
る
こ
と
で
す
。
み
ん
な
で
多
く

の
案
を
出
し
て
絞
っ
て
い
き
ま
し
た
。
教
育
委
員

会
の
筒
井
先
生
に
も
協
力
し
て
も
ら
い
、
無
事
に

作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
二
つ
目
は
、
作
っ
た

条
例
案
の
補
足
説
明
の
文
を
考
え
た
り
、
議
員
役

側
か
ら
の
質
疑
を
予
想
し
て
答
弁
を
考
え
た
り
す

る
こ
と
で
す
。ど
ん
な
質
疑
が
く
る
か
を
予
想
し
、

そ
れ
を
ふ
ま
え
な
が
ら
補
足
説
明
を
考
え
る
の
は

と
て
も
難
し
か
っ
た
け
ど
、
な
ん
と
か
完
成
し
た

と
き
は
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
三
つ
目
は
、
話
す
と

き
に
ゆ
っ
く
り
話
す
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
な
か

な
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
話
す
量
が
多
か
っ
た

の
で
、
早
く
終
わ
ら
せ
よ
う
と
早
口
で
話
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
議
会
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ん
だ
の

で
、
こ
れ
か
ら
は
町
や
県
、
国
の
政
治
に
関
心
を

も
ち
、
選
挙
に
も
積
極
的
に
い
く
よ
う
に
し
よ
う

と
思
い
ま
し
た
。

　
私
は
子
ど
も
議
会
で
議
長
役
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
私
は
今
回
の
子
ど
も
議
会
で
た

く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
、
経
験
し
ま
し
た
。
事
前

に
議
場
を
訪
問
し
た
と
き
議
長
席
に
座
ら
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
が
、
と
て
も
緊
張
し
、「
本
番
は
ど
う

な
る
の
だ
ろ
う
。」
と
不
安
に
思
っ
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。
議
長
役
は
重
要
な
役
割
と
分
か
っ
て

い
ま
し
た
が
、
本
番
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
不
安
は

大
き
く
な
る
ば
か
り
で
し
た
。
準
備
の
期
間
は
、

執
行
部
役
が
提
案
す
る
条
例
案
に
対
し
て
、
議
員

役
三
人
と
協
力
し
て
質
疑
を
考
え
、
実
際
の
議
員

の
方
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
て
本
番
に
臨
み

ま
し
た
。

　
今
ま
で
、
上
峰
町
の
議
会
に
つ
い
て
深
く
考
え

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
町
の
こ
と
を

み
ん
な
で
話
し
合
い
深
く
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
回
の
子
ど
も
議
会
を
通
し
て
学
ん
だ
こ

と
、
経
験
し
た
こ
と
を
こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
に

活
か
し
て
い
き
ま
す
。私
は
、将
来
役
場
に
勤
め
て
、

議
員
の
方
々
と
話
し
合
い
な
が
ら
上
峰
町
を
よ
り

よ
く
し
て
い
く
仕
事
を
し
た
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
り
ま
し
た
。

田中　太陽

木谷　晃太

中村　康大

議
員
役

議
長
役

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
室
　
室
長
役

　
私
は
、
子
ど
も
議
会
で
二
番
議
員
を
務
め
ま
し

た
。
今
回
の
子
ど
も
議
会
は
、
初
め
て
全
て
の
役

割
を
生
徒
が
行
い
ま
し
た
。
最
初
は
、
議
員
役
と

執
行
部
役
に
分
か
れ
ず
に
、
も
っ
と
上
峰
町
を
よ

く
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
を
全
員
で
話
し

合
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
議
員
役
と
執
行
部
役
に

分
か
れ
て
か
ら
は
、
条
例
案
に
対
す
る
質
疑
な
ど

を
考
え
ま
し
た
。最
初
は
、「
難
し
い
か
な
。」と
思
っ

て
い
た
け
ど
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
質
疑
を
考
え

る
と
、
自
分
と
は
違
う
お
も
し
ろ
い
考
え
な
ど
が

あ
っ
て
、
と
て
も
い
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
子
ど
も
議
会
本
番
で
は
、
リ
ハ
ー
サ
ル
の
時

や
学
校
で
の
練
習
の
時
よ
り
も
、
大
き
な
声
を
出

す
こ
と
を
意
識
し
て
頑
張
り
ま
し
た
。

　
緊
張
し
て
早
口
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
こ
の
子
ど
も
議
会
で
は
多
く
の
こ

と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
い
い
経
験
に

な
り
ま
し
た
。
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子
ど
も
議
会

　
私
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
室
の
副
室

長
の
役
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
は
全

て
の
役
を
生
徒
が
行
う
こ
と
に
な
り
、
た
い
へ
ん

興
味
を
も
っ
た
の
で
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
り
ま
し
た
。

取
り
組
み
の
最
初
の
頃
は
、
話
し
合
い
で
意
見
が

合
わ
な
か
っ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
納
得
の
い
く
案

が
出
な
か
っ
た
り
と
、
一
向
に
話
が
進
み
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
話
し
合
い
を
重
ね
て
い
く
に

つ
れ
て
、
内
容
が
濃
い
も
の
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ

が
相
手
の
意
見
を
尊
重
し
て
立
派
な
条
例
案
を
作

り
上
げ
て
い
こ
う
と
い
う
意
識
が
高
ま
っ
て
い
き

ま
し
た
。
私
た
ち
創
生
室
か
ら
は
、「
県
道
一
三
三

号
（
通
称
ブ
ル
ー
ム
ロ
ー
ド
）
の
緑
化
」
に
関
す

る
条
例
案
を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
子
ど
も
議
会
を
体
験
し
た
こ
と
で
、
上
峰
町
の

こ
と
を
今
ま
で
以
上
に
知
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り

よ
い
町
に
し
て
い
き
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

　
私
は
子
ど
も
議
会
で
、
上
峰
町
を
も
っ
と
よ
り

よ
く
す
る
た
め
に
条
例
案
に
つ
い
て
深
く
考
え
た

り
、
本
物
の
議
場
で
発
言
し
た
り
す
る
と
い
う
滅

多
に
で
き
な
い
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
は
議
員
役
と
し
て
、
質
疑
や
採
決
を
す
る
際
に
、

意
見
を
述
べ
る
役
目
を
し
ま
し
た
。
本
番
前
に
知

ら
さ
れ
た
水
害
対
策
や
ブ
ル
ー
ム
ロ
ー
ド
の
緑
化

に
関
す
る
二
つ
の
条
例
案
は
、
し
っ
か
り
考
え
ら

れ
て
い
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
が
、
何
度
も
話
し

合
い
を
し
て
本
番
を
迎
え
ま
し
た
。
当
日
本
番
は

ガ
チ
ガ
チ
に
緊
張
し
て
、
何
度
も
言
葉
を
詰
ま
ら

せ
た
り
、
話
す
ス
ピ
ー
ド
が
速
す
ぎ
た
り
し
ま
し

た
が
、
最
後
ま
で
し
っ
か
り
と
自
分
の
意
見
を
、

執
行
部
役
側
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
私
は
人
前
で
話
す
こ
と
が
苦
手
だ
っ
た
け
ど
、

子
ど
も
議
会
の
議
員
役
に
な
っ
て
、
新
し
い
こ

と
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

と
て
も
い
い
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
私
は
総
務
課
長
と
し
て
子
ど
も
議
会
に
参
加
し

ま
し
た
。
条
例
案
を
作
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た

が
、
い
ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら
考
え
た
り
、
言
葉
遣

い
に
も
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
り
し

た
の
で
難
し
か
っ
た
で
す
。
実
際
に
役
場
へ
出
か

け
て
、
総
務
課
の
方
々
か
ら
た
く
さ
ん
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
ま
た
条
例

案
を
練
り
直
し
ま
し
た
。
役
場
に
あ
る
議
場
は
、

私
が
思
っ
て
い
た
よ
り
緊
張
感
が
漂
っ
て
い
ま
し

た
。
本
番
当
日
は
、
予
定
よ
り
移
動
が
早
く
す
み
、

議
会
が
始
ま
る
ま
で
時
間
が
結
構
あ
り
ま
し
た
が
、

私
は
と
て
も
緊
張
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
条
例
案

の
補
足
説
明
を
担
当
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
大

き
な
声
で
聞
き
取
り
や
す
い
ス
ピ
ー
ド
で
話
す
こ

と
を
意
識
し
ま
し
た
。
議
員
役
か
ら
の
質
疑
に
対

す
る
答
弁
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
の
立
場
に
な
っ
て

考
え
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
今
回
の
子
ど
も
議
会
を
通
し
て
、
議
会
を
進
め

る
こ
と
は
大
変
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
い
つ
か
機
会
が
あ
れ
ば
、
本
物
の
議
会
を

見
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

大曲　咲羅

碇　日菜子

原槇　明日香

議
員
役

総
務
課
　
課
長
役

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
室
　
副
室
長
役
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子
ど
も
議
会

　
私
は
今
回
、
子
ど
も
議
会
で
町
長
役
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
上
峰
町
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
社
会
科
が
あ
ま
り
得
意

で
は
な
く
、政
治
の
仕
組
み
と
か
も
分
か
ら
な
か
っ

た
け
ど
、
今
回
の
経
験
で
興
味
を
も
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
私
た
ち
執
行
部
が
提
案
し
た
条
例
案

は
二
つ
で
し
た
。
一
つ
目
は
水
害
対
策
に
関
す
る

条
例
、
二
つ
目
は
県
道
一
三
三
号
線
の
緑
化
に
関

す
る
条
例
で
す
。
こ
の
二
つ
の
条
例
案
を
考
え
た

と
き
に
大
変
だ
っ
た
こ
と
は
、「
今
の
緊
急
避
難
場

所
や
避
難
所
っ
て
ど
こ
に
あ
る
の
か
な
。」
と
か
、

「
樹
木
を
購
入
す
る
予
算
は
ど
こ
か
ら
出
て
く
る
の

か
な
。」
な
ど
の
疑
問
が
た
く
さ
ん
出
て
き
た
こ
と

で
す
。
で
も
、
役
場
に
行
き
本
物
の
課
長
さ
ん
方

に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
本
番
の
議
会
ま
で

に
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
本
番
で
は
、
み
ん
な
緊
張
し
て
い
て
、
少
し
早

口
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
全

員
が
達
成
感
を
も
っ
て
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
子
ど
も
議
会
は
大
変
だ
っ
た
り
難
し
か
っ
た

り
す
る
け
ど
、
後
輩
た
ち
も
経
験
で
き
る
よ
う
に

続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
最
初
は
ぜ
ん
ぜ
ん
知
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
、

何
を
ど
う
す
べ
き
な
の
か
も
分
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
本
当
に
こ
の
ま
ま
で
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
と
心

配
に
な
る
ば
か
り
で
、
毎
日
ヘ
ト
ヘ
ト
に
な
り
ま

し
た
。
で
も
、
仲
間
や
先
生
方
と
た
く
さ
ん
話
し

合
っ
て
、
い
つ
し
か
そ
れ
が
楽
し
く
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。
子
ど
も
議
会
の
取
り
組
み
を
し
て
み
て
、

初
め
て
上
峰
町
の
こ
と
を
深
く
考
え
た
と
思
い
ま

す
。
今
ま
で
は
、
町
で
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

さ
れ
て
い
る
の
か
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
け
ど
、

こ
の
活
動
を
通
し
て
、
今
ま
で
よ
り
深
く
勉
強
で

き
た
と
思
い
ま
す
。
本
番
で
は
緊
張
し
て
早
口
に

な
っ
た
り
、
噛
ん
だ
り
し
た
り
い
ろ
い
ろ
失
敗
は

し
ま
し
た
が
、
精
一
杯
頑
張
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　
み
ん
な
が
見
て
い
る
中
で
の
発
表
は
少
し
恥
ず

か
し
か
っ
た
け
ど
、
上
峰
町
を
考
え
る
よ
い
機
会

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
活
動
で
学
ん
だ
こ

と
を
活
か
し
、
こ
れ
か
ら
も
ふ
る
さ
と
を
思
う
気

持
ち
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

窪山　葵

原　晴紀

町
長
役

総
務
課
　
副
課
長
役
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192号
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所
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上
峰

町
大

字
坊

所
383番

地
１

　
皆
様
、
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
日
本
国
と
日
本
国
民
統
合
の
象
徴
で
あ
る

天
皇
陛
下
の
御
代
替
り
が
行
わ
れ
、
平
成
か
ら
令
和

へ
と
新
た
な
時
代
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。
上
峰

町
議
会
も
同
様
に
昨
年
一
月
は
、
改
選
が
あ
り
顔
ぶ

れ
が
幾
ら
か
変
わ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
一
年
を
通
し

て
町
民
の
皆
様
に
は
我
々
上
峰
町
議
会
は
ど
の
よ
う

に
写
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
議
会
は
首
長
と
同
様
に
町
民
よ
り
選
ば
れ
、
対
等

の
機
関
と
し
て
、
自
治
体
運
営
の
方
針
を
議
決
し
、

そ
の
執
行
を
監
視
し
、
積
極
的
な
政
策
提
案
を
す
る

も
の
で
す
。
こ
の
議
会
だ
よ
り
が
皆
様
の
議
会
及
び

議
員
の
理
解
の
一
助
に
な
ら
ん
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま

す
。今
年
も
上
峰
町
議
会
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
し
て

い
ま
す
。�

（
大
川
徹
）

あ
と
が
き

議
会
だ
よ
り
　
広
報
編
集
委
員
会

�

委
員
長　
　
寺
﨑　
太
彦

�

副
委
員
長　
吉
田　
　
豊

�

委
員　
　
　
原　
　
直
弘

�

委
員　
　
　
大
川　
徹
也

�

委
員　
　
　
鈴
木　
千
春

行事への参加�1 0月～12月
１０月６日　目達原駐屯地創立６５周年及び
　　　　　九州補給処創立６７周年記念行事
１０月９日　同和問題市町講座
１０月１３日　町民体育大会
１０月２６・２７日　米多浮立
１１月１日　ふれあいかん秋祭り
１１月２日　上峰中学校文化発表会
１１月３日　町民文化祭
１１月１０日　消防団防火訓練
１１月１７日　かみちゃりグランプリ
１１月２３日　認定こども園かみみね幼稚園お遊戯会
１１月２４日　町体育協会創立５０周年記念式典
１２月１５日　おたっしゃ館年末もちつき・豚汁会

「おたっしゃ環グループ」

　上峰町最初のボランティアとして二人一組４人体制で、町内の独居老人宅へ民
生委員さんの協力を受けながら、毎日の昼食と声かけを届けていた配食グループ
が平成１３年以降の細菌性食中毒Ｏ－１５７流行で、ボランティアから社会福祉協議
会での配食になり、何度となく話し合いの中で会員はそのまま残り、色々な取り
組みができるよう輪から環の一文字を入れた「おたっしゃ環グループ」に名称変
更をしました。
　平成１７年４月から活動、現在５０代〜８０代までの１４名（男性６名、女性８名）が、
全員で何かをするのではなくできる所で数名ずつ「無理なく 気負わず 楽しく」を
モットーに、日々前向きに元気をもらい多くの笑顔を見るために活動しています。
　おたっしゃ環グループは社会福祉協議会・老人福祉センターおたっしゃ館の行
事支援（夏祭り・餅つき交流会・クリスマス会・子ども福祉体験事業など）、地域
においては上峰小学校安全パトロールや福祉施設での傾聴ボランティア、イオン
大和店での黄色いレシートキャンペーンなどの活動をしています。
　今後は、地域に繋げられる活動も視野にいれて活動していきたいと思っていま
すので趣旨に賛同・協力して下さる方、興味のある方はご一報頂ければ幸いです。

� 連絡先　担当：漆原悦子　 　　　　
TEL： ０９０−3198−7664

新しい発見！

ボランティア
グループ
の紹介
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